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会 則
第1章 総 則
第耳条 本会を関西意匠学会と称す る。
第2条 本会の事務所 を当分の間、京都工芸繊維大学工芸学部意匠工芸学教室
に置 く。
第2章 自的及び事業
第3条 本 会 は意 匠 に関 す る会員相互 の研究 によ り意 匠学 の進展 を図 ることを、
目的 とす る。
第4条 本 会は次 の事業 を行 うこと演でき る。
1.各 種研 究会 の 開催。
2.機 関誌 その他 の編 集又 は発行 。
3.意 匠 に関す る研 究者共同の便 宜、利益 を図 るための諸活動 、及 び
諸事 業 。
4.そ の他 本会 の 目的達 成に必要 な事業。
第3章 会 員
第5条 本会 の会員 は正 会員 、学生会 員、法人 会員、賛助 会員 とず る。
1,正 会 員 意匠各部 門の研究 又 は従事 者で あ り、会費 を納 入す る
者 。
2.学 生会 員 学校在学 中の者 。(但し卒業後 は学生会員 と しての資格
を喪失す る)。
3.法 人 会員 法人又 は団体 の名 において、本会 の事業 に参加 す る者。
当該法人 に所 属す る職員5名 以 内 が、本会主催 の諸 集
会 ・各種研 究 会 に出席す るこ とが出来 るξ
4.賛 助 会 員 本 会の事 業に賛 同す る後援 者 。
第4章 役 員
第6条 本会 に左 の役 員 を置 く。
会 長1名
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委 員 若 干 名
幹 事 若 干 名
会計監 事2名
第7条 会長 は委 員の推薦 による。
第8条 委員、幹 事及会計監 事は正 会員中 よ り選 出す る。
第9条 委 員会 は本会運営 の方策 を協 議 し、幹 事は運営 の事務 を担当す る。
会計監 事 は会計監 査 を行 う。
第10条 役員 の任期 は2年 とす る。
但 し、再選 を妨 げ ない。
第11条 本会 は顧問 を置 くことがで きる。
顧 問は委員 会が推 薦 し、会長 が これ を委嘱 す る。
第5章 会 議
第12条 会議 は総会及 び委員会 とす る。
総会 は年 一 回 これ を開 く。
別 に委 員会 が必要 と認 めた場合、又 は、正会員総数 の3分 の2以 上の
要求 あ る時 これ を開 く。
第13条 総 会の決 議 によ り会則 を変更す ることがで きる。
第6章 会 計
第14条 本会 の経費 は会費及 び補助金 その他 を以 って これ に当て る。
第15条 本会 の会計 は4月1日 よ り始 ま り翌 年3月31日 終 る。
第16条 会費 は総会 に於 て決定す る。
正 会 員 年 額1,000円
学生 会員 年 額500円
法人会 員1口 年3,000円(学 校法人)
1口年5,000円(一 般 法人)
賛 助会 員 委員会が これ を定 め る。(1口 年10,000円)
第17条 新 会員 の場 合 は振 替入金 を以 って新会 員 とす る。
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編 集 後 記
今回は10周年記念号 に当1たる。編集にも特 に念を入れるつも
りで、各パー トの責任者を設け、その人たちか ら執筆者を推薦
してもらった。おかげで、多彩な論稿を集めることができて、
編集担当の委員幹事一同、喜び感謝 している。
表紙のデザイン、も、中村 真氏の手によって装 を新たにする
ことがで きた。この学会誌 も七号 目をむかえ、若木の伸びゆく
勢いを見せはじめたように思える。経済上の事情が許せば、 も
っと量的にも大部のものにしたかったが、思 うにまかせなかっ
た。御 了解 を願いたい。
この号から、デザイン関係の出版文献目録 を掲載することに
した。今回は何 かと不十分な点が多 く、大方の御助言をいただ
きたいと思っている。一層充実させて便利 なものに したい。目
録の作成に御助力下 さった方々に、また編集雑務で世話になっ
た京工繊大の羽生君に感謝の意を表する。
(河本 記)
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